
当たり馬券払戻金に係る所得の所得区分

は
じ
め
に

平
成
２５
年
５
月
２３
日
大
阪
地

裁
判
決
（
刑
事
事
件
）
で
は
、

当
た
り
馬
券
の
払
戻
金
に
係
る

所
得
が
、
一
時
所
得
に
該
当
す

る
か
、
雑
所
得
に
該
当
す
る
か

が
争
点
と
な
っ
た
。

一
時
所
得
と
は
、
一
時
的
か

つ
偶
発
的
に
生
じ
た
所
得
で
あ

る
点
に
そ
の
特
色
が
あ
る
と
さ

れ
、
現
在
、
競
馬
の
馬
券
の
払

戻
金
、
競
輪
の
車
券
の
払
戻
金

等
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
係
る
所
得

は
、
一
時
所
得
に
該
当
す
る
も

の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る

〔
所
基
通
３４－

１
�
〕
。

し
か
し
、
競
馬
場
へ
行
っ
て

馬
券
を
購
入
し
、
そ
の
レ
ー
ス

結
果
を
楽
し
む
だ
け
の
場
合
に

は
、
当
然
に
一
時
所
得
と
な
る

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通

じ
て
営
利
を
目
的
と
し
て
継
続

的
に
馬
券
購
入
行
為
を
行
っ
た

場
合
、
そ
の
馬
券
の
払
戻
金
に

係
る
所
得
も
一
時
所
得
と
な
る

と
い
う
こ
と
は
疑
問
で
あ
る
。

む
し
ろ
、
雑
所
得
又
は
事
業
所

得
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

大
阪
地
裁
判
決
は
、
そ
ん
な

疑
問
の
答
え
の
一
つ
を
示
し
た

と
い
え
る
。

�

平
成
２５
年
５
月
２３
日
大
阪
地
裁
判
決

〔
有
罪
（
懲
役
２
月
、
執
行
猶
予
２
年
）・
控
訴
・

Ｚ
９
９
９－

９
１
１
９
〕

【
事
案
の
概
要
】

元
会
社
員
で
あ
る
被
告
人

は
、
Ａ－

Ｐ
Ａ
Ｔ
と
呼
ば
れ
る

サ
ー
ビ
ス
及
び
競
馬
予
想
ソ
フ

ト
を
駆
使
し
て
、
馬
券
を
継
続

的
に
自
動
購
入
し
て
い
た
。
こ

の
事
案
は
、
被
告
人
が
馬
券
の

払
戻
金
に
係
る
所
得
に
つ
い

て
、
平
成
１９
年
か
ら
平
成
２１
年

ま
で
の
３
年
間
分
の
確
定
申
告

書
を
提
出
し
な
か
っ
た
と
し

て
、
所
得
税
法
違
反
（
改
正
前

所

法
２
４
１
、
単

純

無

申

告

犯
）
が
問
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
。公

訴
事
実
で
は
、
当
た
り
馬

券
の
払
戻
金
に
係
る
所
得
は
一

時
所
得
に
該
当
し
、
そ
の
所
得

の
計
算
上
、
払
戻
金
（
３０
億
１

千
万
円
）
か
ら
控
除
さ
れ
る

「
そ
の
収
入
を
得
る
た
め
に
支

出
し
た
金
額
」
は
、
当
た
り
馬

券
の
購
入
費
（
１
億
３
千

万

円
）
の
み
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
３
年
間
分
の
所
得

税
額
（
脱
税
額
）
は
約
５
億
７

千
万
円
に
な
る
と
さ
れ
て
い

る
。こ

れ
に
対
し
て
、
被
告
人
側

は
、
馬
券
の
払
戻
金
に
係
る
所

得
は
雑
所
得
に
分
類
さ
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
必
要
経
費
と
し

て
、
外
れ
馬
券
の
購
入
費
を
含

め
全
て
の
馬
券
購
入
費
（
２８
億

７
千
万
円
）
を
控
除
で
き
る
と

主
張
し
た
。

【
裁
判
所
の
判
断
】

裁
判
所
で
は
、
次
の
と
お

り
、
馬
券
の
払
戻
金
に
係
る
所

得
は
雑
所
得
で
あ
る
と
し
、
外

れ
馬
券
を
含
め
全
て
の
馬
券
購

入
費
が
必
要
経
費
と
な
る
と
判

断
し
た
（
そ
の
結
果
、
脱
税
額

は
約
５
千
万
円
と
認
定
さ
れ

た
）
。

１

一
時
所
得
の
判
断
基
準

①

一
時
所
得
は
、
一
時
的
か

つ
偶
発
的
に
生
じ
た
所
得
で

あ
る
点
に
そ
の
特
色
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
所
得
発

生
の
基
盤
と
な
る
一
定
の
源

泉
か
ら
繰
り
返
し
収
得
さ
れ

る
も
の
は
一
時
所
得
で
は
な

く
、
逆
に
そ
の
よ
う
な
所
得

源
泉
を
有
し
な
い
臨
時
的
な

所
得
は
一
時
所
得
と
解
す
る

の
が
相
当
で
あ
る
。

②

そ
し
て
、
所
得
源
泉
性
を

認
め
得
る
か
否
か
は
、
当
該

所
得
の
基
礎
に
源
泉
性
を
認

め
る
に
足
り
る
程
度
の
継
続

性
、
恒
常
性
が
あ
る
か
否
か

が
基
準
と
な
る
も
の
と
解
す

る
の
が
相
当
で
あ
る
。

③

一
回
的
な
行
為
と
し
て
見

た
場
合
所
得
源
泉
と
は
認
め

難
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
こ

れ
が
強
度
に
連
続
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
所
得
が
質

的
に
変
化
し
て
上
記
の
継
続

性
、
恒
常
性
を
獲
得
し
、
所

得
源
泉
性
を
有
す
る
こ
と
と

な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
。

④

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
所

得
源
泉
性
を
有
す
る
か
否
か

に
つ
い
て
は
、
結
局
、
所
得

発
生
の
蓋
然
性
と
い
う
観
点

か
ら
所
得
の
基
礎
と
な
る
行

為
の
規
模
（
回
数
、
数
量
、

金
額
等
）
、
態
様
そ
の
他
の

具
体
的
状
況
に
照
ら
し
て
判

断
す
る
こ
と
に
な
る
。

２

一
般
的
な
馬
券
購
入
行
為

か
ら
生
じ
た
所
得
に
つ
い
て

①

競
馬
の
勝
馬
投
票
は
、
一

般
的
に
は
、
趣
味
、
嗜
好
、

娯
楽
等
の
要
素
が
強
い
も
の

で
あ
り
、
馬
券
の
購
入
費
用

は
一
種
の
楽
し
み
賃
に
該
当

し
、
馬
券
の
購
入
は
、
所
得

の
処
分
行
為
な
い
し
消
費
と

し
て
の
性
質
を
有
す
る
と
い

え
る
。

②

一
般
的
に
は
、
馬
券
購
入

が
払
戻
金
獲
得
に
結
び
付
く

か
は
偶
然
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
に
加
え
、
馬
券
購
入
者
は

投
票
ご
と
に
そ
の
都
度
の
判

断
に
基
づ
い
て
買
い
目
を
選

択
し
馬
券
を
購
入
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
各
馬
券
購
入
行

為
の
間
に
継
続
性
又
は
回
帰

性
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ

ず
、
繰
り
返
し
馬
券
を
購
入

し
た
と
し
て
も
そ
の
払
戻
金

に
係
る
所
得
が
質
的
に
変
化

し
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。

③

よ
っ
て
、
原
則
と
し
て
、

馬
券
購
入
行
為
に
つ
い
て

は
、
所
得
源
泉
と
し
て
の
継

続
性
、
恒
常
性
が
認
め
ら
れ

ず
、
当
該
行
為
か
ら
生
じ
た

所
得
は
一
時
所
得
に
該
当
す

る
。

３

本
件
馬
券
購
入
行
為
か
ら

生
じ
た
所
得
に
つ
い
て

①

被
告
人
の
本
件
馬
券
購
入

行
為
は
、
一
般
的
な
馬
券
購

入
行
為
と
異
な
り
、
そ
の
回

数
、
金
額
が
極
め
て
多
数
、

多
額
に
達
し
て
お
り
、
そ
の

態
様
も
機
械
的
、
網
羅
的
な

も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
過
去

の
競
馬
デ
ー
タ
の
詳
細
な
分

析
結
果
等
に
基
づ
く
、
利
益

を
得
る
こ
と
に
特
化
し
た
も

の
で
あ
っ
て
、
実
際
に
も
多

額
の
利
益
を
生
じ
さ
せ
て
い

る
。

②

被
告
人
の
本
件
馬
券
購
入

行
為
は
、
一
連
の
行
為
と
し

て
見
れ
ば
恒
常
的
に
所
得
を

生
じ
さ
せ
得
る
も
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
払
戻
金
に
つ
い
て

は
、
そ
の
所
得
が
質
的
に
変

化
し
て
源
泉
性
を
認
め
る
に

足
り
る
程
度
の
継
続
性
、
恒

常
性
を
獲
得
し
た
も
の
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
所

得
源
泉
性
を
有
す
る
も
の
と

認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

③

し
た
が
っ
て
、
被
告
人
の

本
件
馬
券
購
入
行
為
か
ら
生

じ
た
所
得
は
、「
営
利
を
目

的
と
す
る
継
続
的
行
為
か
ら

生
じ
た
所
得
以
外
の
一
時
の

所
得
」
に
は
該
当
せ
ず
、
一

時
所
得
に
当
た
ら
な
い
。

④

よ
っ
て
、
本
件
馬
券
購
入

行
為
か
ら
生
じ
た
所
得
は
、

利
子
所
得
、
配
当
所
得
、
不

動
産
所
得
、
事
業
所
得
、
給

与
所
得
、
退
職
所
得
、
山
林

所
得
及
び
譲
渡
所
得
に
該
当

し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
一
時
所
得
に
も
該
当

し
な
い
こ
と
か
ら
、
雑
所
得

に
分
類
さ
れ
る
。

�

検
討

１

所
得
源
泉
性

本
件
判
決
で
は
、
一
時
所
得

の
性
質
に
つ
い
て
、「
所
得
源

泉
を
有
し
な
い
所
得
」
と
解

し
、「
所
得
源
泉
性
」
の
有
無

に
よ
っ
て
、
一
時
所
得
該
当
性

を
判
断
し
て
い
る
。

一
時
所
得
は
、
昭
和
２２
年
の

第
２
次
改
正
に
よ
り
、
所
得
税

法
上
の
一
所
得
類
型
と
し
て
定

め
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
、

制
限
的
所
得
概
念
（
所
得
源
泉

説
）
の
も
と
に
非
課
税
と
さ
れ

て
い
た
「
営
利
を
目
的
と
す
る

継
続
的
行
為
か
ら
生
じ
た
所
得

以
外
の
一
時
の
所
得
」（
所
得

源
泉
性
の
な
い
所
得
）
を
も
課

税
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。そ

し
て
、
そ
の
文
言
は
一
時

所
得
の
適
用
要
件
の
一
つ
と
さ

れ
る
「
営
利
を
目
的
と
す
る
継

続
的
行
為
か
ら
生
じ
た
所
得
以

外
の
一
時
の
所
得
」
に
引
き
継

が
れ
た
。

２

一
時
所
得
の
適
用
要
件

所
得
税
法
３４
条
１
項
の
文
言

か
ら
、
一
時
所
得
の
適
用
要
件

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

�

利
子
所
得
、
配
当

所

得
、
不
動
産
所
得
、
事
業

所
得
、
給
与
所
得
、
退
職

所
得
、
山
林
所
得
及
び
譲

渡
所
得
以
外
の
所
得
で
あ

る
こ
と

�

営
利
を
目
的
と
す
る
継

続
的
行
為
か
ら
生
じ
た
所

得
以
外
の
一
時
の
所
得
で

あ
る
こ
と

�

労
務
そ
の
他
の
役
務
又

は
資
産
の
譲
渡
の
対
価
と

し
て
の
性
質
を
有
し
な
い

所
得
で
あ
る
こ
と

こ
の
�
〜
�
の
適
用
要
件
の

す
べ
て
を
充
た
さ
な
け
れ
ば
、

一
時
所
得
に
は
該
当
し
な
い
こ

と
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
一
時

所
得
の
該
当
性
を
否
定
す
る
場

合
は
、
�
に
よ
り
利
子
所
得
な

い
し
譲
渡
所
得
の
該
当
性
を
立

証
す
る
か
、
�
又
は
�
の
適
用

要
件
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
立

証
す
れ
ば
足
り
る
と
考
え
ら
れ

る
。

３

ま
と
め

本
件
判
決
で
は
、
全
て
の
馬

券
購
入
行
為
に
は
「
営
利
の
目

的
」
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
と
判
断
し
た
。
そ
し
て
、

一
般
的
な
馬
券
購
入
費
用
は
娯

楽
等
の
楽
し
み
賃
で
あ
る
と

し
、
そ
の
払
戻
金
に
係
る
所
得

に
は
所
得
源
泉
性
が
な
い
と

し
、
被
告
人
の
継
続
的
、
機
械

的
な
馬
券
購
入
費
用
は
、
利
益

を
得
る
た
め
の
資
産
運
用
の
一

種
で
あ
る
と
解
し
た
う
え
で
、

払
戻
金
に
係
る
所
得
に
所
得
源

泉
性
を
認
め
て
い
る
。
結
果
と

し
て
、
被
告
人
の
馬
券
の
払
戻

金
に
係
る
所
得
は
、
雑
所
得
に

当
た
る
と
判
断
し
た
。

所
得
税
法
３４
条
１
項
の
「
営

利
を
目
的
と
す
る
継
続
的
行
為

か
ら
生
じ
た
所
得
以
外
の
一
時

の
所
得
」
の
解
釈
か
ら
導
き
だ

さ
れ
た
結
論
と
し
て
評
価
し
た

い
。た

だ
し
、
資
産
源
泉
性
の
判

断
基
準
と
な
る
所
得
の
基
礎
と

な
る
行
為
の
規
模
（
回
数
、
数

量
、
金
額
）
等
に
つ
い
て
、
ど

こ
で
線
引
き
す
る
の
か
の
問
題

が
残
る
と
も
い
え
る
。

ま
た
、
こ
の
結
論
が
、
現
在

争
わ
れ
て
い
る
民
事
裁
判
に
も

及
ぶ
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
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